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私は、先日、インターネットのニュース欄で「日本は最も安全に産まれる国」という見出

しを見つけました。気になったのでその記事を開いてみると、それはユニセフによる「赤ち

ゃんが生後 28 までに亡くなった割合」を調査し、報告書にまとめたものでした。そこで、

今回の感話を通して新生児の死亡率とその対策について考えてみたいと思います。  

ユニセフが 2 月に発表した報告書によると、赤ちゃんが生後 28 日までに亡くなった割合

は、日本は 1000 人あたり 0.9 人で世界で一番低くなりました。しかし、世界に目を向けて

みると、日本の 50 倍もの割合で赤ちゃんが亡くなっている国もあります。それは、パキス

タンで 1000 人あたり 45.6 人です。生まれた赤ちゃんのおよそ 22 人に 1 人が亡くなってい

る計算になります。次いで中央アフリカの 42.3 人、アフガニスタンの 40.0 人と続きます。

調べてみたところ、赤ちゃんが生まれるのに最も危険な国、十ヵ国のうち八ヵ国が、紛争や

貧困に苦しむアフリカの国々でした。報告書によれば、豊かな国での新生児の死亡率の平均

は 1000 人あたり 3 人なのに対し、貧しい国では 27 人で、 9 倍もの差があります。  

では、どうして死亡率にこのような大きな差が生まれてしまうのでしょうか？  

主な原因は、大きく分けて三つあると考えられます。  

一つ目は、生まれた直後に赤ちゃんへ行われるケアの不足です。亡くなる赤ちゃんの 8 割

以上は、通常より早く生まれてきてしまう早産や生まれるときに起こる合併症、または肺炎

や敗血症などの感染症によるものとされています。これらの死は、清潔な水、消毒剤、十分

な栄養といったケアがあれば予防できるものだそうです。日本ではどれも当たり前に行われ

ていることが十分になされていないために、多くの命が失われているのです。  

二つ目は、十分な訓練を受けたり、出産に関する十分な知識をもっていたりする医師や看

護師、助産師の人数の不足です。日本では、産婦人科医や助産師など、出産に関する知識と

訓練をしっかり受けている人が、人口 10000 人あたり 131 人ですが、中央アフリカでは 3

人で、資格を持たない人が出産を手伝うことが多く、正しい処置がなされず、命が失われる

場合もあるそうです。  

三つ目は、過激派組織などによる武装勢力の間で続いている紛争による影響です。武装集

団によって病院が襲撃され、やむを得ず病院が閉鎖されたり、医師たちが避難したりしてい

て、医療を取り巻く状況が悪化していることも原因のうちの一つだそうです。紛争が激しい

地方へは、ユニセフなどの団体が行くことすらも難しいという問題もあるそうです。  

では、どうすればこれらの問題を解決できるでしょうか？  

まず最初に、赤ちゃんや母親たちに対するケアの質をあげていくことが大切だと思います。

また、赤ちゃんの死亡率が高い国だけでなく、全ての国で出産やそれに対するリスクについ

ての理解を高めていく必要があると思います。それと同時に、平和を取り戻すことも大切だ

と感じました。  

私は、今回の感話を通して、初めて新生児の死亡率や世界の現状のことを考えました。今



の私にできることは少ないですが、役に立てることなどがあれば積極的に取り組んでみよう

と思います。また、生きることと死ぬことは表裏一体だということを痛感しました。だから

こそ、一日一日を大切に過ごしていこうと改めて強く感じました。  

 


